
ぶどう園の下草刈を効率的に行う自動草刈ロボットの導入と、ロボットが園地で安定した走行ができる園地整備で収益性アップ

生産方式革新実施計画の概要 2026年４月23日認定

申請者：
正金農園（岡山県瀬戸内市）

対象品目：
ぶどう

スマート農業技術：
自動草刈ロボット

新たな生産方式：
侵入防止柵の設置、若木周辺への保護対策等を通じて、ロボットの
効果的な稼働環境を整備

活用を計画している支援措置：
スマート農業技術活用投資促進税制
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